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明
治
三
十
六
年
、
神
戸
と
横
浜
で
日
本

初
の
タ
イ
ム
・
ボ
ー
ル
が
作
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
港
に
停
泊
す
る
船
舶
に

正
確
な
時
刻
を
知
ら
せ
る
も
の
で
、
現
在

の
Ｊ
Ｒ
元
町
駅
北
西
、
花
隈
公
園
の
位
置

に
あ
り
ま
し
た
。
高
さ
十
三
メ
ー
ト
ル
の

鉄
塔
の
先
に
十
五
メ
ー
ト
ル
の
柱
が
続
き
、

直
径
二
メ
ー
ト
ル
の
赤
い
球
が
正
午
五
分

前
に
な
る
と
柱
の
上
部
に
上
が
り
ま
し
た
。

正
午
と
同
時
に
球
が
落
ち
、
そ
れ
を
船
で

注
視
し
て
い
た
船
員
が
確
認
し
、
船
舶
時

計
を
較
正
し
ま
し
た
。 

球
の
落
下
に
あ
わ
せ
て
、
波
止
場
に
据

え
た
大
砲
を
ズ
ド
ン
と
鳴
ら
し
た
時
期
が

あ
り
、
花
隈
城
跡
の
高
台
は
地
元
で
は

「
ド
ン
山
」
と
親
し
ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。

か
つ
て
西
灘
に
あ
っ
た
関
西
学
院
に
通
っ

た
稲
垣
足
穂
は
、
三
ノ
宮
駅
を
西
に
向

か
っ
て
発
車
す
る
と
右
側
に
塔
が
見
え
、

「
玉
つ
き
ヤ
グ
ラ
は
自
分
に
と
っ
て
、
最

初
の
オ
ブ
ジ
ェ
モ
ビ
ー
ル
で
あ
っ
た
」
と
、

神
戸
の
風
景
を
回
想
し
て
い
ま
す
。 

花
隈
の
タ
イ
ム
・
ボ
ー
ル
は
そ
の
後
、

大
正
十
四
年
に
海
岸
通
に
新
築
さ
れ
た
合

同
庁
舎
の
て
っ
ぺ
ん
に
移
り
、
十
年
あ
ま

り
、
無
線
報
時
に
役
目
を
譲
る
ま
で
、
港

の
風
物
詩
の
一
つ
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。

ＫＯＢＥの本棚 
－神戸ふるさと文庫だより－ 
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二代目タイム・ボール 最初のタイム・ボール 

「神戸築港全圖」『神戸築港問題沿革誌』(明治41年) 

黒丸〇印は、最初のタイム・ボールがあったところ 

神戸旧外国人居留地復元模型 

（神戸市立博物館） 

 絵葉書「摂津花隈城」 

(神戸市立中央図書館) 

地図に示された港務部報時球 三宮停車場は現在の元町駅あたり 

川西英の描いた二代目タイム・ボール 

海岸通に、税関港務部・逓信省・水上警察署の合同

庁舎が建てられ、二代目となるタイム・ボールが設

置されました。 

川西英「タイム・ボール」(部分)『川西英の新・旧

「神戸百景」』（神戸市立博物館） 

ほ
う
じ
き
ゅ
う 

北 

こ
う
せ
い 

参
考
：
弓
倉
恒
男
「
タ
イ
ム
・
ボ
ー
ル
」
『
海
事

資
料
館
研
究
年
報
』
２３
号
、
『
神
戸
港
』
434
号

ほ
か

タ
イ
ム
・
ボ
ー
ル
―
報
時
球 

た

る

ほ 



―― 新しく入った本 ―― 
大
学
的
神
戸
ガ
イ
ド
―
こ
だ
わ
り
の
歩
き

方 
甲
南
大
学
プ
レ
ミ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

神
戸
ガ
イ
ド
編
集
委
員
会
編
（
昭
和
堂
） 

神
戸
は
幕
末
の
開
港
以
来
、
海
外
と

の
交
流
を
通
じ
て
様
々
な
文
化
を
育
み

発
展
し
て
き
た
。
そ
の
歴
史
と
特
性
を

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
の
専
門
家
が

深
く
掘
り
下
げ
解
説
す
る
。 

第
一
部
「
六
甲
山
と
茅
渟
の
海
」
で

は
山
と
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
や
地

域
の
歴
史
を
、
第
二
部
「
伝
統
と
モ
ダ

ニ
ズ
ム
」
で
は
社
会
的
・
文
化
的
な
事

象
を
、
第
三
部
「
近
代
と
ア
ジ
ア
」
で

は
国
際
関
係
の
中
で
も
特
に
ア
ジ
ア
と

神
戸
と
の
関
係
性
を
取
り
上
げ
て
い
る
。 

岡
本
の
梅
、
珈
琲
文
化
、
ス
イ
ー
ツ
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
音
楽
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
コ
ラ
ム
も
読
み
応
え
が
あ
る
。 

旗
振
り
山
と
航
空
灯
台 

柴
田
昭
彦
（
ナ

カ
ニ
シ
ヤ
出
版
） 

江
戸
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
大
阪
・

堂
島
で
の
米
相
場
は
手
旗
信
号
で
各
地

に
伝
達
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
継
地
と

な
っ
た
の
が
旗
振
り
山
で
あ
る
。 

前
著
『
旗
振
り
山
』
以
降
に
判
明
し

た
旗
振
り
山
と
通
信
ル
ー
ト
に
つ
い
て

の
新
た
な
考
察
を
追
加
し
た
。
ま
た
、

昭
和
初
期
に
設
置
さ
れ
た
、
安
全
な
夜

間
飛
行
の
た
め
の
航
空
灯
台
と
、
ラ
ジ

オ
塔
の
跡
地
に
関
す
る
記
事
も
収
録
す

る
。
地
図
や
現
場
を
訪
ね
る
た
め
の
ガ

イ
ド
な
ど
図
版
が
多
く
わ
か
り
や
す
い
。 

水
道
筋
読
本
―
商
店
街
と
市
場
の
あ
る
暮

ら
し 

（
水
道
筋
商
店
街
協
同
組
合
） 

水
道
筋
は
阪
急
王
子
公
園
駅
東
側
か

ら
都
賀
川
へ
と
続
く
通
り
で
、
十
の
商

店
街
と
市
場
が
連
な
り
、
買
い
物
客
で

賑
わ
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
水
道
筋
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人
が
、
住
ん
で
い
る
人
・

住
ん
で
い
た
人
・
通
っ
て
く
る
人
、
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
で
水
道
筋
を
語
る
。
巻

末
に
神
戸
在
住
の
作
詞
家
松
本
隆
ら
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
本
は
水
道
筋
読
本
特
設
サ
イ
ト

で
も
読
む
こ
と
が
で
き
、Y

o
u
T
u
b
e

の
神
戸
西
灘
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
動
画
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。 

が
ん
に
な
っ
た
緩
和
ケ
ア
医
が
語
る
「
残

り
２
年
」
の
生
き
方
、
考
え
方 

関
本
剛

（
宝
島
社
） 

四
十
三
歳
で
が
ん
を
発
症
し
、
余
命

数
年
と
分
か
っ
た
著
者
が
、
医
師
と
患

者
両
方
の
立
場
か
ら
葛
藤
し
な
が
ら
も
、

命
の
終
わ
り
を
迎
え
る
ま
で
前
向
き
に

生
き
よ
う
と
す
る
姿
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

神
戸
市
の
病
院
で
多
く
の
が
ん
患
者
と

向
き
合
い
、
看
取
っ
て
き
た
著
者
の
思

い
が
読
み
手
に
伝
わ
っ
て
く
る
。 

 

が
ん
患
者
な
ら
ず
と
も
読
ん
だ
人
す

べ
て
に
「
生
き
る
ヒ
ン
ト
」
を
与
え
て

く
れ
る
。 

希
望
を
握
り
し
め
て
―
阪
神
淡
路
大
震
災

か
ら
25
年
を
語
り
あ
う 

よ
ろ
ず
相
談
室 

牧
秀
一
編
（
能
美
舎
） 

「
よ
ろ
ず
相
談
室
」
は
、
震
災
直
後

か
ら
避
難
所
と
な
っ
た
小
学
校
で
被
災

者
支
援
を
開
始
し
た
。
避
難
所
の
解
消

後
も
高
齢
者
宅
の
訪
問
や
震
災
で
障
害

者
と
な
っ
た
被
災
者
へ
の
支
援
を
続
け
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
の
ほ
か
、

震
災
体
験
を
記
録
し
、
後
世
に
伝
え
る

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
書
は
、

「
よ
ろ
ず
相
談
室
」
の
歩
み
と
と
も
に
、

被
災
の
実
態
と
そ
の
後
の
人
生
を
被
災

者
が
自
分
の
言
葉
で
語
っ
た
証
言
集
で

あ
る
。
証
言
映
像
の
記
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
。

大
阪
湾
の
防
備
と
台
場
展
―
和
田
岬
砲
台

史
跡
指
定
１
０
０
年
記
念 

神
戸
市
立
博

物
館
編
集
・
発
行 

本
書
は
、
和
田
岬
砲
台
の
国
史
跡
指

定
一
〇
〇
年
を
記
念
し
、
神
戸
市
立
博

物
館
が
令
和
三
年
二
月
か
ら
三
月
に
開

催
し
た
特
別
展
の
展
示
図
録
で
あ
る
。 

大
砲
を
設
置
す
る
た
め
の
砲
台
で
あ

る
「
台
場
」
が
、
幕
末
に
大
阪
湾
周
辺

に
多
く
築
か
れ
る
に
至
っ
た
時
代
背
景

や
経
緯
な
ど
が
絵
図
や
写
真
、
古
文
書

か
ら
解
説
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
昭
和
・
平
成
に
行
わ
れ
た
、

和
田
岬
砲
台
の
二
回
の
大
修
理
な
ど
を

基
に
、
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
台
場
の
構

造
や
、
築
造
に
携
わ
っ
た
船
大
工
・
石

工
と
い
っ
た
職
人
の
具
体
像
に
も
迫
っ

て
い
る
。

ち

ぬ 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200276669&pvolid=PV:7200683440&type=CtlgBook&opt=
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200274207&pvolid=PV:7200674448&type=CtlgBook&opt=
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200274313&pvolid=PV:7200677100&type=CtlgBook&opt=
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200269196&pvolid=PV:7200655552&type=CtlgBook&opt=
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200273548&pvolid=PV:7200674614&type=CtlgBook&opt=
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200275260&pvolid=PV:7200679828&type=CtlgBook&opt=


―― 新しく入った本 ―― 
『
細
雪
』
と
そ
の
時
代 

川
本
三
郎
（
中

央
公
論
新
社
） 

 
 

「
文
学
評
論
の
楽
し
さ
と
は
、
大
き

な
論
を
語
る
こ
と
よ
り
、
細
か
い
註
を

つ
け
て
ゆ
く
こ
と
に
あ
る
」
そ
う
語
る

著
者
が
、
谷
崎
潤
一
郎
『
細
雪
』
の
世

界
に
つ
ぶ
さ
に
注
を
付
す
。 

 
 

作
中
の
蒔
岡
家
の
幸
子
ら
姉
妹
は
芦

屋
で
暮
ら
し
、
阪
急
電
車
に
乗
っ
て
神

戸
に
食
事
や
買
い
物
に
出
か
け
る
。
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
の
見
合
い
、
新

開
地
で
の
映
画
鑑
賞
等
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

一
つ
一
つ
に
焦
点
を
当
て
、
当
時
の
写

真
や
日
記
を
用
い
て
時
代
背
景
を
解
説

し
、
谷
崎
の
描
写
の
意
図
を
考
察
す
る
。 

こ
の
本
を
読
む
と
、
幸
子
ら
が
暮
ら

す
阪
神
間
モ
ダ
ン
都
市
の
姿
が
、
い
っ

そ
う
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

声
の
記
憶
―
「
蝙
蝠
日
記
」2

0
0
0
-
2
0
2
0 

ク
ロ
ニ
ク
ル 

島
田
誠
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
島

田
） 

か
つ
て
海
文
堂
の
社
長
を
務
め
た
著

者
が
画
廊
通
信
に
書
き
続
け
て
き
た

「
蝙
蝠
日
記
」
が
、
再
編
集
さ
れ
た
。 

島
田
は
芸
術
家
を
支
援
す
る
団
体
を

立
ち
上
げ
る
な
ど
神
戸
の
文
化
活
動
に

携
わ
っ
て
き
た
が
、
文
化
人
で
も
経
済

人
で
も
な
い
自
身
を
鳥
で
も
獣
で
も
な

い
蝙
蝠
に
重
ね
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
島
田
を

開
廊
し
た
二
〇
〇
〇
年
か
ら
現
在
ま
で

の
心
の
内
を
語
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
日
記
の
全
文
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。 

激
震 

西
村
健
（
講
談
社
） 

著
者
の
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の

経
験
か
ら
生
ま
れ
た
小
説
。
雑
誌
記
者

の
古
毛
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
翌
日

の
神
戸
で
、
火
災
の
焼
け
跡
に
凛
と
立

ち
尽
く
す
女
性
を
見
か
け
る
。
彼
女
の

深
遠
な
光
を
放
つ
眼
に
衝
撃
を
受
け
た

古
毛
が
足
跡
を
追
う
と
、
彼
女
は
震
災

の
さ
な
か
に
起
き
た
殺
人
事
件
被
害
者

の
娘
・
余
寿
々
絵
で
あ
る
と
わ
か
る
。 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
生
き
方
を
変

え
た
寿
々
絵
と
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を

起
こ
し
た
オ
ウ
ム
真
理
教
の
男
性
信
者

の
二
人
を
中
心
に
、
雑
誌
記
者
の
目
を

通
し
て
一
九
九
五
年
を
描
い
て
い
る
。 

＝
そ
の
他
の
新
刊
＝ 

潮
風
の
む
こ
う
に
は
―
平
生
釟
三
郎
と
住

吉
村
の
人
々 

中
森
敏
博
著 

前
田
康
三

企
画
制
作
（
み
る
め
書
房
） 

い
の
ち
を
め
ぐ
る
物
語
―
死
ぬ
っ
て
、
怖

い
？ 

神
戸
新
聞
社
編
（
神
戸
新
聞
総
合

出
版
セ
ン
タ
ー
） 

谷
崎
潤
一
郎
と
書
物 

山
中
剛
史
（
秀
明

大
学
出
版
会
） 

                  

J.C.ベリーは、明治5年(1872年)に来日したアメリカ生まれの医師・宣教師です。

18歳で洗礼を受けた数年後、荒れた海で難破しかけ奇跡的に助かった経験から、 

神の導きに従って生きることを決意しました。 

医療宣教師となり日本に派遣され、神戸では生田神社前に貧民のための施療所

「恵済院」を設けるなど、布教や治療に努めました。また、日本の医療の発展に 

も貢献しています。当時の兵庫県令（知事）神田孝平に申し出て囚人の遺体を 

使った人体解剖を行い、治療法が確立されていなかった脚気の研究をしたり、神

戸監獄における囚人の非人間的扱いを改めるよう進言したり

しました。県内初の解剖が行われた下山手通の神戸病院は、

 現在の神戸大学医学部のルーツともいえる病院です。 

  神戸での活躍の後、ベリーは岡山や京都にも移り、約20年

 間にわたって日本で医療や医学教育に携わりました。大正元

 年(1912年)、日本政府は長年の功績を称え、勲三等瑞宝章

 を贈りました。 
 

J.C.ベリー John Cutting Berry  

弘化 4年(1847年) ～ 昭和 11年(1936年) 

神戸  その22 

あんな人こんな人 

【参考文献】『ひと萌ゆる：知られざる近代兵庫の先覚者たち』神戸新聞文化生活部編 

（神戸新聞総合出版センター 2001）、『神戸大学医学部50年史』（神戸大学医学部 1995） 

【画像】『日本に於けるベリー翁』大久保利武編（東京保護会 1929）国立国会図書館デジタル 

コレクション 

こ

も 

こ
う
も
り 

たかひら 

かっけ 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200272882&pvolid=PV:7200671033&type=CtlgBook&opt=
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200274113&pvolid=PV:7200676330&type=CtlgBook&opt=
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT:7200275966&pvolid=PV:7200680199&type=CtlgBook&opt=
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六
甲
登
山
架
空
索
道 

架
空
索
道
と
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
こ
と

で
す
。
戦
前
、
今
も
運
行
し
て
い
る
六
甲

ケ
ー
ブ
ル
と
並
ん
で
多
く
の
乗
客
を
山
上

に
運
ん
だ
六
甲
登
山
架
空
索
道
が
あ
り
ま

し
た
。
戦
時
中
の
金
属
供
出
に
よ
り
撤
去

さ
れ
、
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

六
甲
山
の
開
発
は
、
明
治
中
頃
、
英
国

人
貿
易
商
Ａ
・
Ｈ
・
グ
ル
ー
ム
ら
居
留
地

の
外
国
人
が
別
荘
や
日
本
初
の
ゴ
ル
フ
場

を
創
設
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
昭
和

に
入
る
と
、
歩
く
か
駕
籠
や
馬
に
よ
っ
て

い
た
交
通
手
段
が
発
達
し
、
昭
和
三
年
に

裏
六
甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
、
翌
年
に
表
六

甲
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
が
開
通
、
市
街
地
か

ら
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。
続
い
て
、
六
年

に
阪
急
電
鉄
の
六
甲
登
山
架
空
索
道
、
七

年
に
阪
神
電
鉄
の
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
が
開
通

し
、
二
つ
の
私
鉄
が
競
い
合
っ
て
、
交
通

網
、
ホ
テ
ル
、
観
光
施
設
と
山
上
に
リ

ゾ
ー
ト
地
を
つ
く
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

 

六
甲
登
山
架
空
索
道
は
、

全
長
一
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
山
麓
の
土
橋
と
山
上

の
前
ケ
辻
を
七
分
で
結
び
、

二
十
五
人
乗
り
、
毎
時
六
回
運
転
す
る
大

規
模
な
も
の
で
し
た
。
阪
急
・
六
甲
駅
と

架
空
索
道
登
り
口
駅
と
の
間
を
連
絡
バ
ス

が
走
り
、
人
々
は
手
軽
に
山
上
に
登
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
開
通
当
日
の
『
神
戸

新
聞
』(

昭
和
六
年
九
月
二
十
二
日)

に
そ

の
乗
心
地
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
僅
か

七
分
で
頂
上
に
達
す
る
。
遥
か
下
に
谷
や

森
を
な
が
め
て
ス
ル
ス
ル
と
登
つ
て
ゆ
く

気
持
は
恰
も
飛
行
船
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
つ

て
ゐ
る
や
う
な
愉
快
さ
で
あ
る
。
開
け
ゆ

く
六
甲
…
…
科
学
の
威
力
に
開
発
さ
れ
て

行
く
六
甲
は
こ
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
開
通

を
一
エ
ポ
ッ
ク
と
し
て
更
に
目
覚
ま
し
く

開
け
、
神
戸
、
否
、
全
關
西
人
の
楽
園
と

し
て
祝
福
さ
れ
る
こ
と
だ
ら
う
。｣ 

昭
和
十
二
年
に
は
年
間
約
二
十
四
万
人

が
利
用
し
、
東
洋
一
と
の
人
気
で
春
の
休

日
な
ど
長
蛇
の
列
が
で
き
、
朝
か
ら
待
っ

て
も
乗
れ
ず
に
駅
前
で
弁
当
を
開
く
人
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
山
上
に
着
く
と
、
目

の
前
に
は
六
甲
山
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
四
年
に
阪
急
電
鉄
が
宝
塚
ホ
テ
ル
の

別
館
と
し
て
開
業
し
た
も
の
で
す
。
建
築

家
・
古
塚
正
治
が
設
計
し
、
外
観
は
山
荘

風
で
当
時
の
案
内
に
「
ス
イ
ス
コ
ッ
テ
ー

ヂ
式
の
瀟
洒
な
建
物
」
と
あ
り
ま
す
。
客

室
は
四
十
あ
り
、
並
室
一
人
一
泊
四
円
で
、

大
半
の
客
が
避
暑
に
一
か
月
以
上
滞
在
し
、

三
分
の
一
を
外
国
人
が
占
め
た
よ
う
で
す
。

ホ
テ
ル
前
の
崖
に
建
つ
テ
ラ
ス
も
ホ
テ
ル

の
経
営
で
、
軽
食
も
出
さ
れ
登
山
客
も
利

用
で
き
る
眺
望
の
よ
い
大
食
堂
で
し
た
。

ホ
テ
ル
は
平
成
十
九
年
度
に
近
代
化
産
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
阪
神
電
鉄
は
昭
和
二
年
、
六
甲

山
上
の
土
地
七
十
五
万
坪
を
購
入
し
本
格

的
な
観
光
開
発
に
乗
り
出
し
ま
す
。
六
甲

か
ら
有
馬
ま
で
の
鉄
道
敷
設
免
許
を
得
て

い
た
六
甲
越
有
馬
鉄
道
を
系
列
会
社
と
し
、

昭
和
七
年
に
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
を
土
橋
か
ら

山
上
ま
で
開
通
さ
せ
ま
す
。 

当
初
は
六
甲
村
徳
井
か
ら
六
甲
山
を
越

え
て
有
馬
ま
で
を
路
面
電
車
と
ケ
ー
ブ
ル

(

鋼
索
鉄
道)

で
結
ぶ
計
画
で
し
た
。
五
つ

設
け
た
鋼
索
鉄
道
の
区
間
で
は
路
面
電
車

を
車
両
ご
と
遷
車
台
に
載
せ
、
乗
客
を
乗

換
え
な
し
で
有
馬
に
運
ぶ
と
い
う
奇
抜
な

も
の
で
し
た
が
、
費
用
が
莫
大
で
技
術
的

に
も
困
難
な
た
め
構
想
に
終
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
時
、
六
甲
山
と
有
馬
を
結
ぶ

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
つ
く
る
計
画
が
既
に
で

き
て
い
た
こ
と
が
、
阪
神
電
鉄
の
社
史

『
輸
送
奉
仕
の
五
十
年
』
や
昭
和
十
二
年

に
兵
庫
県
が
主
催
し
た
座
談
会
「
六
甲
山

を
語
る
」
の
会
議
録
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
計
画
は
財
政
難
で
中
止
さ
れ
、
実

現
す
る
の
は
昭
和
四
十
五
年
の
六
甲
有
馬

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
開
通
を
待
つ
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

当
館
所
蔵
の
資
料
に
青
焼
き
の
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
縦
断
面
図
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
表

題
欄
に
、｢

1930
｣
｢
Aerial 

Ropeway
｣

「from Mount Rokko-San to Arima

」

「Rokko-goe-Arima 
Railway 

Comp.

」

の
語
が
見
え
、
一
九
三
〇
年(

昭
和
五
年)

に
六
甲
山
か
ら
有
馬
ま
で
旅
客
輸
送
す
る

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
設
計
を
六
甲
越
有
馬
鉄

道
が
発
注
し
た
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

青
焼
き
の
図
面
は

九
十
年
の
時
を
経

た
今
も
色
あ
せ
て

お
ら
ず
、
六
甲
越

え
の
夢
を
伝
え
る

貴
重
な
資
料
で
す
。

 

六甲山ホテルと六甲登山架空索道山上駅 

『六甲山ホテル』パンフレット（部分） 

『六甲山ホテル』 

パンフレット同上 

表題欄 

(神戸市立図書館

作成) 

参
考
：
『
日
本
近
代
の
架
空
索
道
』
、
「
座
談
会

六
甲
山
を
語
る
」
『
公
園
緑
地
』
六
甲
山
計
畫
特

輯
號
ほ
か 




